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大気中残留農薬に係る調査

（１）調査の目的

本調査は、近年散布面積が拡大している無人ヘリコプターによる航空防除について、大気中に

おける残留実態を調査するとともに、ドリフト量等も調査することを目的として計画された。

（２）結果の概要

北海道環境科学研究センター

5.29ha 7 30 16:30 30前年同様 千歳市長都地区で調査を行った 散布区域は の水田で 月 日の から、 。 、

分間無人ヘリ散布が行われた。散布されたカスラブトレボンゾルの有効成分のうちフサライドとエト

フェンプロックスを調査対象とした。散布日の平均風速は であった。1.4m/s
、 （ ）、 （ ）、 （ ）散布区域内に測定点 を 散布区域の北東方向に 境界からC N-1 8m N-3 20m N-3 77m

S-1 7m S-2 70m N-1 N-3を 南西方向に と の各測定点を置き 大気捕集を行った また ～、 （ ） （ ） 、 。 、

のラインに平行して散布区域境界から の距離まで直径 のステンレス製シャーレをトラ50m 9cm
ップとして設置し、ドリフト量の調査を行った。

散布時から散布 日後までの風向は南東～南であり、いずれの測定地点も直接の風下とはなら4
なかった。

散布区域以外では、散布中にフサライドがN-1：0.20μg/m 、N-2：0.12μg/m 、エトフェンプロッ3 3

クスがN-1：0.076μg/m 、N-2：0.046μg/m 、N-3：0.020μg/m が検出されたが、散布直後にはN-1の3 3 3

みでわずかに検出されただけで、フサライドの航空防除農薬気中濃度評価値（200 μg/m ）と比較す3

ると、最大でも千分の一以下であった。

散布区域内の 地点の検出量を とした場合の地上トラップ捕捉量の割合は、 地点でフC 100 5m
サライド 、エトフェンプロックス と計算されている（下表）が、理論投下量ベースで22% 7.6%
はそれぞれ 、 と 農薬間の乖離はない。8.67% 8.20% 2

ドリフト率の計算結果

地点の実測落下量を とした場合の計算結果であり、理論投下量（フサライド ㎡、C 100 15mg/
エトフェンプロックス ㎡）を とした場合の計算結果は上表とは異なる。10mg/ 100
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大気中濃度の測定結果

大気捕集は毎分 ～ 以上で 時間行った。3 2L 1
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天敵農薬に係る調査

１．調査目的

本邦に導入されている天敵農薬について、拡散と定着の可能性について調査する。

２．調査対象天敵

調査対象種は前年度に取り上げた （ 。チチュウカイツヤコバチ ）としたEretmocerus mundus
本種 地中海地方やアジアの一部に生息するツヤコバチ科の寄生蜂であり、特にタバココナは、

ジラミの天敵として欧米で防除に利用されてきたが、わが国においても 年７月に農薬登録2007
された。雌成虫の体長は ～ 、発育零点は ℃とされている。同属のサバクツヤコバ0.5 0.6mm 11.5
チと寄生習性も類似しており、同時に利用した場合、競争関係になるといわれる。

３．調査結果の概要

徳島県立農林総合技術支援センター農業研究所

○ 天敵使用地区での調査

試験場内のハウス計 棟に 年 月 日～ 月 日に 回、マミーカードを各 枚を放飼3 2008 3 25 4 8 3 8
した。過去の放飼ハウス内及びその周辺で作物トラップを用いて 年 月 日から 月末2010 5 21 11
まで継続的に調査を行った。作物トラップはタバココナジラミを寄生させたポット植えインゲン

マメを用いた。

この結果、放飼施設の 棟で ～ 月にチチュウカイツヤコバチの羽化が確認され、施設の周1 8 9
辺に設置したトラップからも 月に本天敵の羽化を確認した。9

放飼から時間が経過しているが野外で確認されたことから、チチュウカイツヤコバチの放飼後

に放飼施設から飛び出し、野外に拡散し定着する可能性があるものと考えられた。なお、羽化が

認められた露地圃場から 離れた場所に秋に栽培した施設ナスではタバココナジラミの寄生60m
のみで本天敵の寄生は確認されなかった。

また、今回の調査では 月に土着のツヤコバチ の寄生が認められた。8 Encarsia sophia

○天敵未使用地区での調査

（ ） 、農業研究所 名西郡石井町 内圃場に放飼地区と同様のトラップを用いて調査を行ったところ

本天敵の発生は認められなかった。




